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副題

□１.安全・安心 ■５.公共工事の品質確保・向上 2

■２.環境 □６.景観 5

□３.情報化 □７.伝統・歴史・文化 8

□４.コスト縮減・生産性の向上 ■８.リサイクル 番号：

□1.省人化 □5.耐久性向上 ■9.地球環境への影響抑制 3
開発目標 □2.省力化 □6.安全性向上 □10.省資源・省エネルギー 7
（選択） ■3.経済性向上 ■7.作業環境の向上 □11.品質の向上 9

□4.施工精度向上 □8.周辺環境への影響抑制 ■12.リサイクル性向上 番号： 12

従来技術名： 素地調整(3種)ディスクサンダー等の動力･手動工具の併用
1.経済性 □1.向上（　％）　□2.同程度　■3.低下（98.0％）　番号： 3
2.工程 ■1.短縮（28.6％）　□2.同程度　□3.増加（　％）　番号： 1
3.品質・出来型 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
4.安全性 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
5.施工性 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
6.環境 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
7.その他 □1.　（定義済みの値なし） 番号：

開発体制 番号：

開発会社 販売会社 協会名

会社名： 住所：

技術 担当部署： TEL：

FAX：

担当者名： mail:

会社名： 住所：

営業 担当部署： TEL：

FAX：

担当者名： mail:

（概要）

極東メタリコン工業㈱
極東メタリコン工業㈱

中村建設㈱

①何について何をする技術なのか？
・構造物に施されている塗装に対して植物系の研削材(コーン、クルミ、ピーチなど)
を用いて行うブラスト工法
②従来は、どのような技術で対応していたのか？
・素地調整［3種］ディスクサンダー、ワイヤーホイール等の動力工具と手動工具の
併用
③公共工事のどこに適用できるのか？
鋼またはコンクリート構造物（橋梁上部工、橋脚、樋門樋管、付属物、施設、建築物
の外壁等を含む）

兵庫県宝塚市南ひばりガ丘2丁目14番22号

工事部　次長 0797-89-8490

吉居　秀人

極東メタリコン工業㈱

2018年

■1.工法　□2.機械　□3.材料　□4.製品　□5.その他

変更受付年月日

開発年

番号：

登録番号

1-3-3.道路／道路維持修繕工

評価（事前・事後）

問合せ先

極東メタリコン工業㈱ 兵庫県宝塚市南ひばりガ丘2丁目14番22号

代表取締役　専務
0797-89-8488

小寺　健史

0797-89-8490

0797-89-8488

yoshii@kyokumeta.co.jp

takeshi@kyokumeta.co.jp

区分

新技術概要説明資料（１／５）

名称
植物系研削材によるブラスト
「ボタニカルブラスト工法」

収受受付年月日 令和6年10月7日

塗替塗装の素地調整(ケレン)に関する技術

1

登録No. 1811

分類

□1.単独 ■2(1)共同研究(民民) □2(2)共同研究(民官) □2(3)共同研究(民学)

QS-240004-A 事後評価

活用の効果

-98
28.6

キーワード

国土交通省へ
の登録状況

申請地方整備局名 登録年月日

九州地方整備局 令和6年6月17日
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 植物系研削材によるブラスト「ボタニカルブラスト工法」登録No. 1811

（特　徴）

（施工方法）

（施工単価等） 1

その他（カタログなど）

積算資料等

施工管理基準資料等
・ISO 8501-1 手工具及び動力工具仕上げ、St
・JIS規格の準拠によるテープ付着試験

A-2

①搬入・設置
・ブラスト機の搬入および設置
②植物系研削材の充填
・ブラストタンクに研削材を投入
③ボタニカルブラスト投射
・ブラスト作業員の合図によりブラストタンク作業員がペンダントスイッチにて、投射開始
④研削材、塗膜片回収
・作業員により研削材、塗膜片を回収

□1(1).歩掛りあり（標準）　□1(2).歩掛りあり（暫定）　□2.歩掛りなし

・材料　研削材(コーン)　280円/㎏
・橋梁世話役　37,900円/人
・橋梁塗装工　30,400円/人
・ブラスト　3,214,000円/式
・諸雑費　590,000円/式
・汚泥処理費　80円/㎏
・汚泥運搬費　90,000円/式

積算資料（　有　・　無　）　掲載品目（　　　　　　　　　　　　　）
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

新技術概要説明資料（２／５）
新技術名称

（短　所）
適用できない範囲
・水中での施工
・ブラスト機器が設置できない、または機材設置場所から約200m以上遠方（工法、機械の出力、高低差により
変動する）の施工
・ブラストノズルが入らない狭隘な箇所（ノズルの種類による）

（長　所）
・目視では判りえなかった塗膜の浮きや剥がれが処理できる。
・動力工具では完全に除去出来ない塗膜脆弱部に対して施工が可能。
・旧塗膜の塗膜脆弱部が除去出来る為、再塗装の早期劣化や層間剝離の防止効果が期待できる。
・粉塵の発生量が抑制でき、植物系の研削材を使用するため、人体への有害物質の曝露汚染の防止に期待できる。
・従来技術と比較して、凹凸部・狭隘部等で施工可能。ジンク層が残り鋼材が露出する可能性が低くターニング（戻りサ
ビ）が起こる可能性が低いため、雨天時や多湿（８５%）低温環境（５℃未満）でも施工可能。

掲載刊行物
建設物価（　有　・　無　）　掲載品目（　　　　　　　　　　　　　）

・労務単価は（令和5年度）兵庫県
・機材費は（令和5年）建設物価より
・材料費はメーカー単価より
・ブラスト機材の賃料、損料は自社見積より
・産廃処分費は産廃業者の単価より



登録No. 1811

（適用条件）

（設計上の留意点）

（施工上・使用上の留意点）

（残された課題と今後の開発計画）

（実験等作業状況）

（添付資料）
実験資料等

その他

特　許 □1.有り（番号:　　）□2.出願中　□3.出願予定　□4:無し 番号 1
特許番号 特許第7231252号

実用新案 □1.有り（番号:　　）□2.出願中　□3.出願予定　□4:無し 番号 4
新案番号

建設技術評価制度番号 民間開発建設技術の審査証明番号

証明年月日 証明年月日

評価・証明
制度等の名称 証明機関

制度等の名称 制度等の名称

制度名、番号 制度名、番号

その他の
制度等に 証明年月日 証明年月日

よる証明
証明機関 証明機関

証明範囲 証明範囲

今までにない技術でのアプローチの為、特になし。

特になし

試験片を作成し、無機ジンクリッチペイントからの剥離、付着不良に対しボタニカルブラスト工
法で付着不良箇所が効率的除去できるか検証試験を行った結果、付着力の低下した塗膜のみの除
去を確認した。

ボタニカルブラスト試験結果報告書

・旧塗装にPCB、鉛、クロムや重金属等が含まれる場合の旧塗膜及び使用済み研削材は、特別管
理産業廃棄物処分とする。

（適用できる条件）
・素地調整程度2種、3種、4種を必要とする鋼構造物全般
・コンクリート構造物の素地調整
・溶射表面の脱脂等の清浄化

・旧塗装にPCB、鉛、クロムや重金属等の含まれる可能性がある場合には、事前に成分分析試験
を実施する。

新技術概要説明資料（３／５）
新技術名称  植物系研削材によるブラスト「ボタニカルブラスト工法」

A-3

（適用できない条件）
・水中での施工
・ブラスト機器が設置できない、または機材設置場所から約200m以上遠方（工法、機械の出力、高低差に
より変動する）の施工
・ブラストノズルが入らない狭隘な箇所（ノズルの種類による）
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登録No. 1811

実績件数 公共機関： 民間：

発　注　者 施工時期
福岡北九州高速道路公
社

2022/6/13～
2024/8/30まで

博多駅東～榎田橋梁補修工事（R3-
1）

施
工
実
績

新技術概要説明資料（４／５）
新技術名称  植物系研削材によるブラスト「ボタニカルブラスト工法」

工　事　名 CORINS登録No.
4048180954



登録No. 1811

ボタニカルブラスト施工前 ボタニカルブラスト施工後

ボタニカルブラスト施工手順 ボタニカルブラスト施工状況

ボタニカルブラスト概要 ボタニカルブラスト効果

新技術概要説明資料（５／５）
新技術名称  植物系研削材によるブラスト「ボタニカルブラスト工法」

A-5


